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吉
田
美
統
の
わ
ざ

吉田美統のわざを

象徴的に紹介する。

2．陶芸の金彩・その歴史と伝統技法

国内外の金彩の名作を

紹介しながら、釉裏金彩を

育んだ伝統技法の

歴史を語る。

3．釉裏金彩の誕生と発展
門

２

彩
釉裏金彩の道を拓いた

竹田有恒の作品を紹介し、

釉裏金彩の魅力を探る。

4．吉田美統の略歴

吉田美統の略歴を

古い写真と共に紹介。

5．吉田美統の世界・その技法と作風

代表的作品をアップで

見せながら、技法や作風の

特徴を語る。鍾〆
｜〆

蚕

6．工房の紹介

創作の開始を待つ

仕事場はいたって

質素である。
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7．意匠構想を練る 13．箔置き
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作品の構想を、

どう練っていくか、

インタビューを織り込み

ながら紹介する。

大皿に布海苔を塗り、

200枚を超える箔を

置いていく。

8．大皿の削出し 14.針彫り・付け描き
i
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Ilの縁を構想に

)せて七角形に

)す。 恥 埼
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大皿の縁を構想に

合わせて七角形に

削出す。

手作りの用具により

針彫りを行った後、

金泥を描き加える。

αE弼遍

9．ストライプの描き込み 15．ぼかし
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花の中心部を

マスキングし、

和絵具をかけて

花の奥行を表現する。

笈下書きをした大皿に

釉薬でストライプを

描いていく。
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10．素地の彩色 16．釉掛けと最後の焼成

』虹
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最後にガラス質の

釉薬で器全面を覆い、

最後の焼成をする。

下地釉となる釉薬を施す。

吉田が選んだのは

あたたかい萌黄色である。
鐙
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17．技術の伝承11．下地を器面に写す
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吉田は、創作の僅かな

暇を見つけては、

九谷焼技術研修所で

講師を努めている。

図案を記した竹紙を

裏返して、文様を

懐炉灰でなぞる。

18．完成作品「釉裏金彩椿」12．箔切り

、
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創作から二カ月、

吉田の深い想いが

籠められた

「釉裏金彩椿」が
誕生する。

二種類の金箔を使い分け

ながら、花や枝葉の

複雑な姿に切り出す。
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